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愛親福祉会 

愛親福祉会は今年で10周年を迎えました。 

永年勤続職員表彰式の様子 

横堀吉松理事長 あいさつ 

祝賀会の様子 

サックス奏者・板橋亮様 

津吹みゆ様とともに 

 
ゆ
う
遊
館
を
ご
利
用
の
皆
様
な
ら
び
に
、

ご
家
族
の
皆
様
、
地
域
の
皆
様
、
い
つ
も
ご

利
用
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
当
施
設
も

平
成
二
十
七
年
十
月
に
開
所
十
周
年
を
迎
え

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
 

 
当
施
設
が
こ
こ
ま
で
歩
ん
で
こ
ら
れ
た
の

も
皆
様
方
を
は
じ
め
、
た
く
さ
ん
の
方
の
お

力
添
え
の
お
蔭
で
あ
り
ま
す
。
こ
こ
ろ
よ
り

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
 

 
こ
の
感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ
て
は
な
ら
な

い
と
い
う
こ
と
を
胸
に
刻
み
な
が
ら
、
今
後

ま
す
ま
す
充
実
し
た
各
種
サ
ー
ビ
ス
の
向
上

に
努
め
て
ま
い
り
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

 
私
共
も
こ
の
節
目
の
十
周
年
を
良
い
機
会

と
し
、
初
心
を
忘
れ
る
こ
と
な
く
明
る
く
、

親
し
み
の
あ
る
施
設
、
職
場
に
す
る
こ
と
を

心
が
け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
 

 
今
後
と
も
ゆ
う
遊
館
を
宜
し
く
お
願
い
致

し
ま
す
。
 
 
 
 

 
十
月
二
十
一
日
、
開
所
十
周

年
記
念
式
典
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

 
式
典
で
横
堀
理
事
長
は
「
今

後
も
初
心
に
返
り
、
な
お
一
層

努
力
を
重
ね
て
い
き
た
い
」
と

挨
拶
し
、
石
井
正
廣
副
市
長
、

小
林
清
三
市
社
会
福
祉
協
議
会

会
長
、
菅
野
純
紘
元
県
社
会
福

祉
協
議
会
副
会
長
が
来
賓
祝
辞

を
述
べ
ら
れ
、
そ
の
後
、
永
年

勤
続
職
員
表
彰
式
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
代
表
謝
辞
で
佐
藤
事
務

課
長
は
「
感
謝
の
気
持
ち
を
持

ち
こ
れ
か
ら
も
頑
張
り
ま
す
」

と
述
べ
ま
し
た
。
 

 
ま
た
、
式
典
後
に
開
か
れ
た

祝
賀
会
で
は
、
板
橋
亮
様
に
よ

る
サ
ッ
ク
ス
演
奏
や
、
演
歌
歌

手
・
津
吹
み
ゆ
様
の
力
強
い
歌

声
を
披
露
し
て
頂
き
、
会
に
華

を
添
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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開
所
十
周
年
を
迎
え
て
 

理事長 横堀 吉松 
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利用者様代表 上田敏光様 

『須賀川花笠音頭の会』の皆様 

 
平
成
二
十
七
年
九
月
十
八
日
、
ケ
ア
ハ
ウ
ス
と
デ

イ
サ
ー
ビ
ス
合
同
で
敬
老
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

年
齢
上
位
の
方
四
名
、
米
寿(

八
十
八
歳)

を
迎
え
ら
れ

た
方
三
名
の
表
彰
式
が
行
わ
れ
、
終
始
和
や
か
な
雰

囲
気
が
流
れ
る
中
で
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。
 

 
『
プ
リ
ム
ラ
保
育
園
』
の
園
児
の
皆
さ
ん
か
ら
よ
さ

こ
い
踊
り
の
発
表
も
あ
り
、
参
加
さ
れ
た
利
用
者
様

か
ら
、
た
く
さ
ん
の
笑
顔
を
見
る
事
が
出
来
ま
し
た
。
 

 
白寿！！遠藤又二様 

『プリムラ保育園』 
園児の皆様 

 
平
成
二
十
七
年
九
月
十
六
日
、
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
に
て
敬
老
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
喜
寿

(

七
十
七
歳)

、
米
寿(

八
十
八
歳)

、
卒
寿(

九
十
歳)

、

白
寿(

九
十
九
歳)

を
迎
え
る
利
用
者
様
の
表
彰
が

行
わ
れ
、
表
彰
状
と
記
念
品
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

須
賀
川
市
長
代
理
と
し
て
健
康
福
祉
部
部
長
、
佐

藤
健
則
様
よ
り
ご
祝
辞
を
賜
り
、
『
須
賀
川
花
笠

音
頭
の
会
』
の
皆
様
も
元
気
い
っ
ぱ
い
の
踊
り
で

会
場
を
盛
り
上
げ
て
下
さ
い
ま
し
た
。
 

特養 

デイ・ケア 
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 自分の話も載せてほしい！とご希望の方がおりましたら職員までご連絡ください。お待ちしております。 

角田さん昭和１８年の 
卒業アルバムです。 

白河家政女学校の様子 

看護師時代の写真と 
菊地さん作の自叙伝 

ご利用者様ものがたり 

ご紹介 
大正15年10月5日 89歳 
石川町生まれ 
略歴  
尋常小学校高等科卒業後、
白河家政女学校3年に編入。
4年生の夏に入院した時の
看護師さんにあこがれてそ
の道に進んだ。 
 

ご紹介 
大正15年9月13日 89歳 
中島村生まれ 
略歴  
白河家政女学校卒業後、農

協に勤め、その後は家業の

手伝いをした。農家に嫁ぎ、
4人のお子さんを育て上げた。 

 

インタビュアー 
ケアハウス 生活相談員 小西 親子 

～ お二人の出会い ～ 

 角田さんがケアハウスに来られて二ヶ月が過ぎた頃、角田さんにお茶を誘われた菊地さ
んがアルバムを見せてもらった所、その中に菊地さんの知人が写っており、良く見たら自
分の女学校だと気付く。そこでお互い女学校時代の同級生だったことが分かった。 

 
－また偶然にも同じお名前「テルさん」なんですね？ 
菊地さん：昭和天皇第一皇女としてご生誕された照宮（てるのみや）様にあやかって付け
られたんです。同級生にも同じ名前が多かったですよ。 
 
－同級生だったことが分かってどういうお気持ちでしたか？ 
角田さん：学生時代は互いに顔も名前も分からなかったけど、知らない土地で姉妹に会っ
たかのような気持ちになり懐かしくもあり、うれしく思いました。また田母神さんと三人
でお茶のみしていたら共通の友人がいることが分かりました。あまりの偶然に驚きました。 
菊地さん：すごい親近感を持ちました。あの時代は女学校に行く人は少なかったから偶然
の出会いに驚きました。 
 

－女学校時代の思い出はありますか？ 
角田さん：小峰城の広場で運動会をやったことや宇津峰山に遠足に行ったことです。 
菊地さん：寮で三年間生活してました。思い出と言えば、友達とおしゃべりをしたりわい
わい騒いでいたことです。そして布団を並べてみんなで寝ました。みんな姉妹みたいでし
た。ダンスをした事も良い思い出です。 

 
－角田さんは四人のお子さんがいるのですね。 

角田さん：はい。四人とも立派に育ってくれています。子育て中は働くばかりで手をかけ

てやれなかったのに立派に育ってくれました。子供たちが「母ちゃんの働く姿を見ていた

から一人前になることができた」と言ってくれた時はうれしかったね。 
 
－菊地さんは長年看護師として働かれていたのですね。 
菊地さん：はい。私は助産師としても看護師としても長年働いておりました。定年退職し
た後も、院長先生に頼まれて勤めていましたよ。看護師として47年間勤務しながら母とし
ての姿もみせて子育てしたことは誇りです。 
 

－ここでの生活はどうでしょうか？ 
菊地さん：ここの生活は最高です。満足していますのでこれからも宜しくお願いします。 
角田さん：満足しています。これからの余生を職員さんや他の入居者さん達と仲良くして
楽しく過ごしたいと思うので宜しくお願いします。 

 
－素晴らしいお話ありがとうございました。ここで新しい思い出を作ってくださいね。 
 
今回は学生時代を同じ場所で過ごし、長い時を経てまた同じ場所で過ごすことに
なったお二人の”テルさん”をご紹介しました。 
 
 



ケア･デイ 
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紅
葉
も
終
わ
り
が
近
づ
き
、
朝
晩
の
冷

え
込
み
が
厳
し
く
感
じ
ら
れ
る
季
節
に

な
り
ま
し
た
。
皆
様
、
体
調
等
は
崩
さ
れ

て
い
な
い
で
し
ょ
う
か
？
 

 
愛
親
福
祉
会
は
今
年
で
開
所
十
周
年

を
迎
え
、
記
念
式
典
が
盛
大
に
行
わ
れ
ま

し
た
。
ま
た
、
敬
老
会
や
秋
の
行
事
も
無

事
に
終
了
し
、
利
用
者
様
か
ら
毎
日
元
気

を
頂
い
て
お
り
ま
す
。
 

 
こ
れ
か
ら
本
格
的
な
冬
を
迎
え
ま
す

が
、
風
邪
な
ど
に
気
を
つ
け
て
お
過
ご
し

下
さ
い
。
 
 
 
 
 
 
吉
田
 
奈
津
希
 

 今
年
を
漢
字
一
文
字
に
例
え
る
と
・
・
・
 

○
広
報
委
員
○

 

 
小
西
 
秀
明

 

「
今
年
は
節
目
と
な
る
事
柄
が
多
か
っ
た
で
す
ね
。

「
節
」
で
決
ま
り
。
」
 

 
安
達
 
昌
子
 

「
箱
根
山
、
阿
蘇
山
の
噴
火
、
そ
し
て
吾
妻
山
も
警
戒
状

態
が
続
い
て
い
ま
す
「
噴
」
で
し
ょ
う
か
。
」
 
 
 
 

 
 

 
大
越
 
恵
美
 

「
ラ
グ
ビ
ー
は
、
漢
字
で
表
す
と
闘
球
だ
そ
う
で
す
。

「
闘
」
で
し
ょ
う
か
。
」
 

 
熊
谷
 
文
香

 
 

「
芸
能
人
の
結
婚
ラ
ッ
シ
ュ
が
印
象
的
な
の
で
、
「
結
」

と
考
え
ま
す
。
」
 

 

吉
田
 
奈
津
希
 

「
安
全
保
障
の
問
題
や
、
多
く
の
災
害
も
印
象
に
残
る

一
年
で
し
た
。
安
全
の
「
安
」
で
し
ょ
う
か
。
」
 

編
 
集
 
後
 
記
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